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晴
泰
と
同
じ
き
を
以
て
、
晴
時
は
卸
ち
晴
恭
友
る
を
知
り
得

ベ
〈
、
世
に
之
を
晴
貞
と
し
て
偲
ふ
る
も
の
た
る
も
、
文
書

の
上
に
て
は
絶
え
て
晴
貞
の
名
を
見
守
。
)

十
一
周
十
六
日
。
八
代
俊
盛
、
山
城
東
一服
寺
栗
腕
庵
に
、
一
・
【
不
動
寺
戴
杭
札
〕

そ
の
能
登
の
錯
乱
に
就
い
て
書
を
奥
へ
た
る
に
答
ふ
。

一

【栗
材
料
施
文
書
】

山
城

一
三
九
一

一

就
=
嘗
閣
不
思
之
錨
飢
-預
=著
作
臥
一一殊
更
御
音
信
如
-
調
書
中
一被
v

懸
一
二

御
意
-
候
。
誠
仰
懇
意
硯
靖
之
至
候
。
随
而
雄
三
左
道
之
至
候
一
青
銅

五
一
拾
疋
令
=
進
入
一
候
。
於
=
愛
許
-
相
応
仰
附
之
儀
候
者
可
ν
被
=
仰
付
一
候
。
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治

年

五
七
八

努
事手l

十~n走
ーご音

iZ発
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.宣言-

1=' 

俊

月革;
ユn.
在
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(
性
)

態
令
v
申
候
。
仇
咋
日
者
普
姓
寺
光
臨
候
。
殊
更
種
k

持
参
、
乍
v
鋲

目
出
度
存
候
。
近
日
以
参
寓
k

可
=
申
入
一
候
由
.
み
七
一
可
ν
被
ν
申
候
。

次
甲
一
一
例
敬
勝
之
小
法
師
蹴
へ
進
入
候
。
其
方
御
出
候
て
.
御
理

候
て
可
ν

給
候
。
し
ゃ
う
ぶ
の
打
物
・〈

2
が
た
・か
ざ
車
一
つ

・し

ゃ
ぐ
ま
参
張
。
目
出
度
七
牒
之
文
候
僚
、
取
2
け
珍
重
存
候
。
苧
一

申
度
候
へ
共
、
一
段
取
飢
申
候
問
、
そ
と
申
入
候
。
恐
k

認
一言。

(
年
不
詳
)

五

月

五

日

晴

時

在
判

来
材
料
施
参
御
報

八
代
安
塾
入
道

戸
上
旬
)

W
木
材
料
庵
参
御
報

俊

月拡
」血L

(と

の
文
書
は
年
次
を
詳
か
に
せ
や
と
い
へ
ど
も
、
花
抑
が

ー
子
ν
時
弘
治
三
年
汀
拾
二
月
八
日

ー

(
泣
カ
)

五
十
成
一問
中
守
百
文
行
延
・
口
金

イ
タ
三
百

ハ
グ
ケ
一
斗

弘

治

四

年

一
水
禄
元
年

fjl(ご戊
元局午
-t卜
八
日

紀
フ乙

j¥ 

三
周
二
日
。
般
掲

【
徳
間
八
幡
紳
枇
文
書
】

一

三

九

三

能
登
岡
正
八
幡
宮
枇
頭
箆
=
修
浩
一
回
地
四
丁
之
所
、
川
県
=
相
違
一
可
ν

令
=
永
代
寄
進
一
之
献
如
v

件。
鹿
島
郡

(
白
山
)

義

永
株
元
年
三
月
二
日

綱

在
判

L
'
L
 

-E
 

枇

家信

中

(
と
の
文
書
は
、
畠
山
義
制
が
鹿
島
郡
徳
悶
八
幡
祉
に
問
地

四
町
を
寄
進
し
た
る
と
と
を
い
へ
り
。
然
れ
ど
も
、
氷
紘
元
年

は
二
月
廿
八
日
の
改
元
な
る
が
故
に
、
そ
の
事
三
月
二
日
に

在
り
で
は
恐
ら
〈
は
能
登
に
報
ぜ
ら
る
べ
か
ら
歩
。
殊
に
問

地
四
町
を
寄
進
す
と
い
ふ
は
過
大
怒
り
。
)

永

i政

丸J

年

(
年
弐
の
推
定
は
加
能
越
古
文
議
に
撮
る
。
八
代
俊
盛
は
も

と
越
中
椎
名
古
千
代
の
被
官
な
る
と
と
本
年
七
月
廿
七
日
の

僚
に
見
え
た
る
如
〈
た
る
が
、
そ
の
能
登
に
来
り
し
後
岳
山

義
制
に
臣
事
し
た
る
も
の
L

如
し
。
永
株
十
年
九
月
十
一
日

の
依
参
照
。
〉

十
二
月
八
日
。
珠
洲
郡
不
動
寺
山
王
枇
の
上
葺
成
る
。

珠
洲
郡

一
三
九
二

(表〉
山
王
奉
=
上
茸
一

願
、
主
不
動
寺
敬
白

法

師

良

凶

(一芸)
五
十
文
問
之
坊

武
百
文
地
林
敗

間
六
月
八
日
。
山
崎

賀

正

、
鳳

至
郡
山石
臓
寺
に
団
地
を

寄
進
す
。

【
石
倉
北
古
利
祉
文
書
】

悶
主
郡

一
三
九
四

於
-L
一羽倉北寸
一
拙
者
子
孫
問
事
=
寄
進
一
問
地
之
官
帝

ム
口
拾
束
列
者
但
定
正
名
之
内

(
歪
)

右
奉
ν
致
=
寄
進
一
己
目
趣
者
、
山
崎
一
家
致
=
子
孫
一
殿
内
安
全
、
諸
人
快

柴
、
諸
病
悉
除
、
信
心
安
築
、
一
切
所
求
皆
令
満
足
、
第
一
御
祈
念
一
也
。

(
至
)

仇
子
孫
致
迄
奉
ν
致
-
-
寄
進
一
所
欣
如
ν
件。

議
元
年
刊
悶
六
月
八
日

山

崎

藤

七

宜

lE 

在
判

(
お
間
四
)

北
(
時
一
代
之
拾
穀
耐
緋

閏
六
月
八
日
。
西
方
三
郎
、

鳳
至
郡
岩
蔵
寺
に
田
地
を

寄
進
す
。

【
石
倉
比
古
一
柳
枇
文
書
】

阿
川
至
郡

一
三
九
五

於
=
岩
戴
中
一
寸
一
永
代
奉
ν

致
=
寄
進
一
問
地
之
事五

七
九




